
平成 25年度
東京女子医科大学医学部
退任教授最終講義のお知らせ
退任教授の最終講義を下記により行ないますので、万障繰

り合わせの上ご出席下さいますよう、ご案内申し上げます。

　なお、最終講義のあと、ひきつづき佐藤記念館において軽食を
用意いたしますので、ご来会、ご歓談下さいますよう、お待ち申
し上げます。また、花束の類は堅くご辞退申し上げます。

記
 日　時：平成26年3月1日（土）10時～16時20分
 場　所：弥　生　記　念　講　堂

最終講義プログラム

10：00 吉岡　俊正　理 事 長　　ご挨拶
 笠貫　　宏　学　　長　　ご挨拶
 高桑　雄一　医学部長　　ご挨拶

10：10 東京女子医科大学 東医療センター歯科口腔外科 平成の歩み
  東医療センター歯科口腔外科 阿　部　廣　幸　教授
10：40 脳神経外科学から先端工学外科学への展開
 　─医療機器・システム開発と日本初複合型医療機器医師主導治験の経験─
  先端生命医科学研究所 伊　関　　　洋　教授
11：10 急性脳血管症候群としての一過性脳虚血発作
  神経内科学 内　山　真一郎　教授
11：40 細胞シート再生医療の開始と普及に向けて
  先端生命医科学研究所 岡　野　光　夫　教授
12：10 ──　休　憩　──
13：00 神経放射線画像診断と共に：CT前から現在まで
  画像診断学・核医学 小　野　由　子　教授
13：30 Neural Mechanisms of Pain
  生理学（第一） 川　上　順　子　教授
14：00 胃癌治療 38 年の歩み
  消化器外科学 喜多村　陽　一　教授
14：30 ──　Coff ee Break　──
14：50 感染症と薬物療法の変遷
  感染症科 戸　塚　恭　一　教授
15：20 心臓病理から学んだこと
  病理診断科 西　川　俊　郎　教授
15：50 私の歩んだ道
  放射線腫瘍学 三　橋　紀　夫　教授

16：20  最 終 講 義 終 了

 ── 終了後　パーティー ──
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